
Oral  Interact ion に よる 新教 材導 入の 方法  

静 岡 大 学 名 誉 教 授  三 浦  孝  

１ ．  Ora l  In terac t ion と は 何 か  

( i )  新 教 材 の 導 入 時 に 、こ れ か ら 習 う 英 文 の 内 容 を 、既 習 文 で 易 し く 言 い 換 え て 、

対 話 形 式 で 伝 え る こ と 。Ora l  In t rod u c t ion と も 呼 ば れ る が 、教 師 が 生 徒 と 対 話 を

取 り な が ら 行 う と い う 意 味 を こ め て 、こ こ で は Ora l  In teract i on と い う 用 語 を 用

い る 。  

  未 習 語・未 習 文 法 事 項 は 極 力 避 け る 。（ Ora l  In terac t ion の 英 語 が 新 教 材

よ り 難 し く な る の は 絶 対 に あ っ て は な ら な い ）  

  本 時 の 新 出 語 は 入 れ て も よ い が 、そ の 意 味 を 生 徒 が 文 脈 か ら 推 測 で き る

工 夫 を 十 分 に す る こ と 。  

（ i i） 50 分 授 業 で 、 Ora l  In terac t i on に か け る 時 間 は せ い ぜ い 15 分 ま で が 望 ま

し い 。  

（ i i i）新 教 材 全 部 を 完 全 に 理 解 さ せ よ う と し て は い け な い 。部 分 的 な 理 解 や 、 大

ま か な 理 解 を 養 う こ と に 留 め る 。  

（ i v） 絵 や 実 物 ・ ジ ェ ス チ ャ ー な ど を 用 い て 理 解 を 助 け る 。 絵 は 、 教 室 の 最 後 部

か ら で も は っ き り と 見 ら れ る よ う 、 A３ サ イ ズ 以 上 の 大 き な 厚 紙 に 描 く こ と 。 あ

る い は 、 教 室 に 映 像 投 影 装 置 が あ れ ば 、 自 分 が 描 い た 絵 を パ ワ ー ポ イ ン ト 等 に 取

り 込 ん で 使 っ て も よ い 。  

こ こ で 大 切 な の は 、 絵 は ぜ ひ と も 手 描 き で 描 く こ と で あ る 。 細 密 で な く 、 ポ イ

ン ト の み を 描 い た 大 ま か な 絵 を 、 太 い 輪 郭 で 描 く こ と 。 よ く 、 描 画 が 苦 手 だ か ら

と い っ て 、 写 真 や ダ ウ ン ロ ー ド し た 画 像 を 使 う 人 が い る が 、 こ れ で は 絵 の ポ イ ン

ト が わ か り に く い 。 書 店 で 扱 っ て い る 「 略 画 辞 典 」 等 を 活 用 し て 、 ぜ ひ 自 分 で 絵

を 描 く こ と を 勧 め る 。 仮 に 教 師 の 描 い た 絵 が 下 手 で あ っ て も 、 生 徒 は そ れ に 大 き

な 親 近 感 を 持 つ も の で あ る 。  

（ v） 生 徒 を お い て き ぼ り に し て 一 方 的 に 話 し て は い け な い 。  

  大 事 な と こ ろ は 板 書 し 、 繰 り 返 し 、 リ ピ ー ト さ せ る 。  

  部 分 的 繰 り 返 し / 全 体 の 繰 り 返 し 、 を  

  問 答 形 式 で 対 話 を 多 く し 、 理 解 を 確 認 し な が ら 進 め る 。  

 

２ ． MERRIER チ ェ ッ ク リ ス ト の 活 用  

教 師 が 英 語 で 教 え る と は 、「 私 の 英 語 は こ ん な に 流 暢 な ん だ よ 、 す ご い で し ょ

う ！ 」 と 生 徒 を 置 き 去 り に し て 見 栄 を は る こ と で は 断 じ て な い 。 た と え 流 暢 で な

く と も 、 生 徒 が 理 解 で き る よ う に 、 入 念 に 計 画 さ れ 工 夫 さ れ た 親 切 な 英 語
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が 鉄 則

で あ る 。  

生 徒 が 十 分 に 理 解 で き る Ora l  In terac t ion を 行 う た め に は 、 酒 井 ・ 他 （ 2003）



が 提 唱 す る MERR IER の チ ェ ッ ク リ ス ト が 参 考 に な る 。 MER RIER と は 、 教 師 の

英 語 に よ る 授 業 を わ か り 易 く す る 次 の 7 条 件 の 頭 文 字 で あ る 。  

 

表 ５ ． MERR IER チ ェ ッ ク リ ス ト  

1  Mode l /mi me お 手 本 や 実 演 で

示 す  

(例 )対 話 活 動 導 入 は 、 ま ず 教 師 が 1 人 ２ 役

で や っ て み せ る 。  

I  h ave  a  f ever- -体 温 計 の 模 型 で 39 度 を 指

し な が ら  

2  E xamp le  具 体 例 で 示 す  “ fu rn i tu re—d es ks ,  ch a i rs ,  tab l es ,  bed s ,  

l amp s ” .  “ s urn ame — my s u rn ame  i s  

Mi u ra .  You r  s u rname  i s  Ki mu ra .  Her  

s u rn ame  i s  Inou e .   

3  R ed un dan cy  わ か り や す く す

る た め に 、１ つ の

こ と を ２ ～ ３ 通

り で 言 う  

(例 ) I  mu s t  s ee  a  d ermato l og i s t — I  mu s t  

s ee  a  s k in  doc to r .  

（ 例 ）Don ’t  ye l l—Don ’t  s h ou t ,  d on ’t  c ry  i n  

a  l oud  vo i ce .  

4  R ep et i t i on  大 事 な と こ ろ を

繰 り 返 し て 聞 か

せ る  

You  h ave  an  i n terv iew tes t  th e  d ay  a f te r  

t omorrow .  I t ’s  an  i n terv i ew tes t  –you  

ta l k  wi th  me  i n  E ng l i sh .  OK?  T h e  tes t  i s  

on  th e  d ay  a f te r  t omorrow—two  days  

l a te r.   

5  In terac t i on  生 徒 と 対 話 し な

が ら 進 め る  

I  bou gh t  a  wal l e t—wal l e t—d o  you  kn ow a  

wa l l e t ?—Th i s  i s  my  wa l l e t—Sh ow me  you r  

wa l l e t . — Yes ,  i t ’ s  a  wa l l e t ,  beau t i fu l ,  

th an k  you .—So ,  I  bou gh t  a  wa l l e t  and . . . .  

6  E xpans i on  生 徒 が 出 し た 不

完 全 な 答 え を 、教

師 の 援 助 で よ り

正 確 な も の に す

る 。  

教 師 ： Wh at  i s  you r  h obby?  

生 徒 ： An i me .  

教 師 ： Oh ,  rea l l y.  A n i mat i on .  T h at ’s  

i n te res t in g .  Do  you  l i ke  watch in g  

an i mat i on ?  Or  d o  you  l i ke  d rawin g 

an i mat i on ?  

生 徒 ： Drawi n g  an imat i on .  

教 師 ： Great !  So ,  you r  h obby  i s  - - - ?  

生 徒 ： My h obby  i s  d rawin g  ani mat i on .  

教 師： Wond er fu l !（ こ の よ う に し て 、よ り



良 い 形 に 持 っ て ゆ く ）  

7  R eward  良 い と こ ろ を 見

つ け て ま ず 誉 め

る  

Good !  /  Good  job !  /  E xce l l en t !  /  

Won der fu l !  /  We l l  don e !  /  A l mos t !  /  You ’ re  

c l o s e !  /  

T h an ks  f o r  you r  i d ea !  /  Good  t ry !  /  

In te res t in g !  /  Good  an s wer.  

酒 井 英 樹・塩 川 春 彦・浦 野 研（ 2003）p p .3 -17 よ り  （ 説 明 と 表 現 例 は 筆 者 改 作 ）  

 

T ETE (Teachi n g  E n gl i sh  Th rou gh  E n g l i sh )で 授 業 を 行 な う 際 に は 、① 事 前 に 授

業 の 想 定 問 答 を 書 い て み て 、② そ の 英 語 を ME RRIER チ ェ ッ ク リ ス ト に 照 ら し て

点 検 す る 、 作 業 を 行 っ て お く と よ い 。  

 

３ ． 中 学 校 テ キ ス ト の Ora l  In terac t i on の 実 例  

（ Su ns hi n e  En g l i sh  C ou rs e  2 .  2005 .  P rogram 4  ‘Wi th  L ove  and  Joy ’ ,  Par t -1 の

導 入 ）  

 

＜ テ キ ス ト 本 文 ：（ 下 線 部 は 新 出 単 語 ） ＞  

   Moth er  Teres a  began  h er  work  f o r  ch i ld ren  in  Ko l kata  i n  1948 .  In  s ome 

p ar ts  o f  th e  c i ty,  th e  p eop l e  were  very  p oor  an d  th ey  h ad  n o  s ch oo ls  f o r  th e i r  

ch i ld ren .  Mother  Teres a  ga thered  toge th er  s ome  ch i ld ren  and  tau gh t  th e 

a l ph abet  t o  th em.  I t  was  n o t  eas y  becau s e  th ey  h ad  n o  pen s  and  no tebooks .   

 

＜ Ora l  In terac t i on 手 順 ＞  

下 記 の よ う な 大 き な Pi c tu re  C ard s を 黒 板 に 張 り 、 そ れ を 指 差 し な が ら 、 生 徒 が

知 っ て い る 英 語 で ス ト ー リ ー を 話 し て 聞 か せ る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

P C -1 Tod ay,  we  are  go i n g  to  s tud y  abou t  th is  l ad y.（ PC -1 の Moth er を 指 差

す ）  



      You  a l so  s ee  h er  p i c tu res  on  p ages  34  and  35  in  you r  t ex tbook .  （ 教 科

書 の 写 真 も 見 せ る ）  

   So ,  wh o  i s  s h e?  （ 答 え る 生 徒 が い た ら 儲 け も の ）（ い な い 場 合 は 次 を 問 う ）  

I s  s he  P r in ces s  Teres a ,  Mis s  Un i vers e  Teres a ,  o r  Mother  Teres a?  

Sh e  i s  Moth er  Teres a .  （ 用 意 し て き た 白 い ス カ ー フ を 頭 に か け て 、 胸 の 上 で 十

字 を 切 っ て ）  

R ep eat :  “Sh e  i s  Moth er  Teres a . ”（ 2 回 ）  

   ＜ P C -1 の Ind ia を 指 差 し て ＞ L ook  at  th i s  coun try.  T hi s  c ou n try  i s  Ch in a? ,  

A us tra l i a ? ,  o r  In d ia?  

   Yes ,  i t  i s  In d i a .  Very  good .  L ook  a t  th i s  c i ty.  I t  i s  Ko l kata .  I t ’s  a  b i g  c i ty  

i n  Ind i a .  Moth er  Teres a  worked  in  Ko lkata .  R ep eat :  “Moth er  Teres a  worked  in  

Ko l kata . ”  （ 2 回 ）  

＜ PC -2＞   L ook  a t  p i c tu re  2 .  L ook  a t  th es e  peop l e .  T h ey  d id n ’t  h ave  mon ey.  

T h ey  d i dn ’t  h ave  f ood .  T h ey  were  p oor .  （ 絵 の 中 の 学 校 を 指 差 し て ） L ook  a t  

th i s .  ― I t ’s  a  s ch oo l― Yes .  D i d  th ey  have  s choo ls ?  N o ,  th ey  h ad  n o  s ch oo ls .  

R ep eat :  ‘T h ey  had  n o  s ch oo l s . ’  （ 2 回 ）  

＜ PC -3＞  L ook  a t  p i c tu re  3 .  （ 絵 の 中 の 子 供 を 1 人 ず つ 指 差 し て ）L ook  a t  th em.  

T hi s  i s  a  ch i l d - - - one  more  ch i ld - - - on e  more  ch i l d - - - one  more  ch i ld .  On e  ch i ld ,  

two  ch i ld ren ,  th ree  ch i ld ren ,  f ou r  ch i ld ren .  Mother  Teres a  tau gh t  these  

ch i ld ren .  R ep eat :  ‘Moth er  Teres a  tau gh t  th es e  ch i ld ren . ’  （ 2 回 ）  

Wh at  d i d  s h e  t each ?  Do  you  kn ow?  （ 地 面 の 文 字 を 指 差 し て ） Sh e  tau gh t  th es e .  

（ 黒 板 に A ,  B ,  C ,  D- - -と 書 き ） What  are  th es e?  （ と 困 っ て 見 せ て ）「 ア ル フ ァ ベ

ッ ト 」と 答 え る 生 徒 が い た ら う れ し い 。Yes ,  th e  a lp habet .  Moth er  Teres a  tau gh t  

th e  a lp habet .  R ep eat :  ‘Moth er  Teres a  tau gh t  th e  a lp habet . ’ （ 2 回 ）  

＜ PC -4＞  L ook  a t  p i c tu re  4 .  Wh ere  d id  th ey  s tu d y,  i n  th e  c l ass room or  on  th e 

grou nd ?  –On  the  grou nd .—Wh y on  th e  grou nd ?  –Becaus e  th ey  had  n o  s ch oo ls .  

R ep eat :  ‘Wh y  on  the  grou nd ?  –B ecau se  th ey  h ad  n o  s ch oo l s . ’  （ 2 回 ）  T h ey 

s tud i ed  on  th e  groun d  becau s e  th ey  had  n o  s choo ls .  Wh ere  d id  they  wr i te  the  

a l ph abet?  - -On  th e  grou n d .—Wh y on  th e  grou nd ?  B ecaus e  th ey  h ad  n o  p ens  

and  n o tebooks .  R epeat :  ‘Wh y  on  th e  grou nd ?  B ecaus e  they  h ad  n o  p en s  and  

n o tebooks . ’  （ 2 回 ）  

Was  i t  eas y?  On  a  ra i n y  d ay（ 雨 で 文 字 が 流 れ る ア ク シ ョ ン を し て 見 せ る ）、 on  a  

h o t  d ay（ 日 射 病 で 倒 れ る ア ク シ ョ ン ）、 s t ron g  wi nd（ 風 で 文 字 が 吹 き 飛 ぶ ア ク シ

ョ ン ） .  N o ,  i t  was  n o t  eas y.   Moth er  Teres a ’s  work  was  n o t  eas y.  R ep eat :  

“Moth er  Teres a ’s  work  was  n o t  eas y. ”  （ 2 回 ）  

 



最 後 に 、PC を 指 差 し な が ら 、こ れ ま で 提 示 し た 英 文 を 連 続 し て 話 し て 聞 か せ る 。  

Sh e  i s  Moth er  Teres a .  Sh e  worked  in  Ko l kata  in  Ind ia .  Sh e  tau gh t  th e  

a l ph abet  t o  ch i ld ren .  Th e  ch i ld ren  h ad  n o  s ch oo l s .  T h ey  h ad  n o  p en s  and 

n o tebooks .  So  Moth er  Teresa ’s  work  was  n o t  eas y.   

Okay,  n ow l e t ’s  op en  th e  t ex tbook  and  read  the  s to ry.   



以 下 は 、 先 述 の Moth er  Teres a の Ora l  In terac t i on を 含 ん だ 指 導 プ ラ ン で あ る 。 

 

英 語 科 学 習 指 導 案  

教 育 実 習 生 ・ 三 浦  孝  

１ ． 日 時 ： 平 成 24 年 6 月 25 日 （ 水 ） 第 3 限 （ 11： 50～ 12： 40）  

２ ． 指 導 ク ラ ス ： ○ ○ 中 学 校 ２ 年 1 組 （ 男 子 １ ８ 名 ， 女 子 ２ ０ 名 ）  

３ ． 使 用 教 科 書 ： 開 隆 堂 Sunshine English Course 2, Program 4 “With Love and 

with Joy” 

４ ． 学 習 環 境 に つ い て  

(1) 生 徒 の 実 態  

 (生 徒 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン へ の 関 心・意 欲・態 度 ，理 解 力 、目 指 す コ ミ ュ ニ ケ

ー シ ョ ン 能 力 に つ い て の 現 在 ま で の 実 態 な ど を 記 入 す る 。 本 書 で は 省 略 す る 。 ) 

 

(2) 題 材 観 ：  

ア ） 内 容 ・ 題 材 の 観 点 か ら ：   

イ ン ド で 、 何 万 人 も の 行 き 倒 れ の 人 々 を 収 容 し て 看 護 し （ あ る い は 看 取 り ）、

身 寄 り の 無 い 子 供 た ち を 引 き 取 っ て 育 て る こ と に 一 生 を 捧 げ た マ ザ ー ・ テ レ

サ の 働 き を 扱 っ た レ ッ ス ン で あ る 。 マ ザ ー ・ テ レ サ に つ い て は 、 ノ ー ベ ル 賞

を 受 賞 し た こ と も あ り 、 ほ と ん ど の 生 徒 が 既 に 多 少 の 知 識 を 持 っ て い る と 思

う 。 こ の レ ッ ス ン で は 、 そ う し た 生 徒 の 持 つ 既 存 知 識 を 汲 み 出 す 形 で 授 業 を

進 め た い 。  

 よ く 知 ら れ た 人 物 で あ る が 、 細 部 は あ ま り 知 ら れ て い な い 。 ３ ６ 歳 で 彼 女

が 、 高 等 学 校 の 校 長 と し て 既 に 確 立 し た 地 位 に い た に も か か わ ら ず 、 自 覚 し

た 「 天 命 」 に 従 っ て 、 た っ た 一 人 で 救 済 に 取 り 掛 か っ た こ と は 、 生 徒 の 将 来

の 使 命 感 を 考 え る 上 で も 、 参 考 に し た い 。 " I  r e a l i z e d  t h a t  I  h a d  t h e  c a l l  t o  

t a k e  c a r e  o f  t h e  s i c k  a n d  t h e  d y i n g ,  t h e  h u n g r y ,  t h e  n a k e d ,  t h e  h o m e l e s s  -  t o  

b e  G o d ' s  L o v e  i n  a c t i o n  t o  t h e  p o o r e s t  o f  t h e  p o o r .  T h a t  w a s  t h e  b e g i n n i n g  o f  

t h e  M i s s i o n a r i e s  o f  C h a r i t y . "   

 ま た 、貧 し い 人 々 を 救 済 す る こ と が 、一 方 的 に 彼 ら を 哀 れ む こ と で は な く 、

む し ろ 彼 ら か ら 教 え ら れ 励 ま さ れ る こ と な の だ と い う 言 葉 を も 紹 介 し た い 。  

" T h e  p o o r  g i v e  u s  m u c h  m o r e  t h a n  w e  g i v e  t h e m .  T h e y’ re  s u c h  s t r o n g  

p e o p l e ,  l i v i n g  d a y  t o  d a y  w i t h  n o  f o o d .  A n d  t h e y  n e v e r  c u r s e ,  n e v e r  

c o m p l a i n .  W e  d o n’ t h a v e  t o  g i v e  t h e m  p i t y  o r  s y m p a t h y .  W e  h a v e  s o  

m u c h  t o  l e a r n  f r o m  t h e m .   

イ ） 言 語 材 料 の 観 点 か ら ：  

i) “It was not easy because they had no pens and no notebooks.”で 、

because+S+V の 文 を 学 習 す る 。  

ii)”Don’t only give your care, but give your heart as well”で 、 not 

only --- but ～ と い う 連 語 を 学 習 す る 。  

 iii)こ の 単 元 は 、2 年 生 で 初 め て 本 格 的 な 読 み 物 と し て 登 場 し て お り 、し か

も 英 文 の 難 度 が や や 高 い 。こ の よ う な 読 み 物 の 扱 い 方 と し て 、次 の 2 点

を 工 夫 す る こ と に す る ：  

① Pre-reading で 、読 み 物 の 内 容 を 教 師 が 平 易 な 会 話 体 に 直 し て 実 演 し て 聞

か せ 、 生 徒 の 内 容 を 援 助 す る 。  

② While-reading で は 、読 ん だ 英 文 の 内 容 を 、別 の フ ォ ー マ ッ ト に 変 換

す る 、と い う テ ク ニ ッ ク を 使 っ て 、訳 読 に 依 存 し な い 内 容 理 解 を は か る 。 



③ Post-reading で は 、 英 文 を フ レ ー ズ ご と に 区 切 っ て 、 日 本 語 の 訳 語

を 聞 い て そ の 部 分 の 英 語 を 言 う 練 習 を 通 し て 、 意 味 を 定 着 す る 。  

 

ウ ） コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 観 点 か ら ：  

① because を 用 い て 、 自 分 の 主 張 に 理 由 を 付 け 加 え る こ と が で き る よ う

に す る 。  

② Mother Teresa に 関 す る 文 章 の 中 で 、 自 分 が 好 き な 文 章 や 語 句 を 抜 き

出 し 、 な ぜ そ れ が 好 き な の か を 表 現 し あ う 。  

③ ”Did you do anything to help other people?” “Did you do anything 

to save the earth?” “What did you do?”を 使 っ て 、 お 互 い に ボ ラ ン

テ ィ ア の 体 験 を 話 し あ う イ ン タ ビ ュ ー 活 動 を 行 う 。  

 

５ ． 教 材 の 配 列 ：  

  第 １ 回 ： 4-1 (p.34) (本 時 ) 

  第 ２ 回 ： 4-2 (p.35) 

  第 ３ 回 ： 4-3 (p.36) 

  第 ４ 回 ： After Reading (p.37)と コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 活 動  

 

６ ． 本 時 の 指 導 （ 第 １ 回 ：  p.34) 

 （ １ ） 教 材 （ コ ピ ー を 別 紙 に 添 付 ）  

 （ ２ ） 本 時 の 目 標 ：  

ア ） 内 容 事 項  

生 徒 た ち が 、Mother Teresa に つ い て 知 っ て い る こ と を 、英 語 の 対 話 に

よ っ て 引 き 出 す 形 で 、 話 題 を 導 入 す る 。  

イ ） 言 語 事 項  

because を 用 い て 、意 見 や 行 為 の 理 由 を 述 べ た り 、理 解 で き る よ う に す

る 。  

ウ ） コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 活 動  

ペ ア で 、 そ れ ぞ れ 異 な る ス ケ ジ ュ ー ル 表 を 持 ち 、 お 互 い に 都 合 を 協 議

し て 、 デ ー ト で き る 時 間 の 合 意 を 取 り 付 け る 。 都 合 は 、 ”I am busy 

because I have my club activity.”の よ う に 、 because で 表 現 す る 。 

 

 （ ３ ） 用 意 す る も の ：  

CD プ レ ー ヤ ー 、 テ キ ス ト 朗 読 CD、 英 単 語 フ ラ ッ シ ュ カ ー ド 、 ス ト ー リ ー

の Picture Cards、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 活 動 用 の ス ケ ジ ュ ー ル 表  

 

 （ ４ ） 指 導 手 順 :  別 紙 参 照  

 

関 連 資 料 ：  

Mother Teresa:（ 1910― 97）  修 道 女 。 旧 ユ ー ゴ ス ラ ビ ア （ 現 マ ケ ド ニ ア ） の

ス コ ピ エ 出 身 。幼 名 は ア グ ネ ス・ゴ ン ジ ャ・ボ ヤ ー ジ ュ 。1928 年 ア イ ル ラ ン

ド の ロ レ ッ ト 修 道 会 に 入 り 、志 願 し て イ ン ド に 渡 る 。29～ 48 年 カ ル カ ッ タ（ 現

コ ル カ タ ） の セ ン ト メ リ ー 高 等 学 校 の 教 師 、 校 長 を 務 め る 。 1 9 4 6 年 ９ 月 1 0

日 、 神 の 召 命 を 受 け 「 貧 し い 人 の な か で も い ち ば ん 貧 し い 人 た ち の た め に 一

生 を 捧 (さ さ )げ る 」こ と を 決 意 す る 。48 年 イ ン ド 国 籍 を 取 得 、ロ レ ッ ト 修 道

会 を 離 れ 、ひ と り で カ ル カ ッ タ の 貧 民 街 で 活 動 を 始 め る 。50 年「 神 の 愛 の 宣

教 者 会 」女 子 修 道 会 を 創 立 、以 来「 マ ザ ー・テ レ サ 」と よ ば れ る 。「 死 を 待 つ

人 の 家 」「 孤 児 の 家 」「 救 癩 (ら い )活 動 」の 施 設 を イ ン ド 各 地 に 展 開 、79 年 ノ

ー ベ ル 平 和 賞 を 受 賞 す る 。 イ ン ド の み な ら ず 世 界 各 地 に 施 設 を 広 げ 活 躍 す る 。

81 年 （ 昭 和 56） 初 来 日 。 97 年 9 月 5 日 心 臓 発 作 の た め 死 去 。 13 日 カ ル カ ッ



タ 市 内 で 国 葬 、 遺 体 は 修 道 会 本 部 に 埋 葬 さ れ た 。 87 歳 。  

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）指導手順その１ 
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生徒の学習活動 

 

英語で笑顔でアイ・コンタクトを持

って周囲の数人と挨拶を交わす。 

 

 

 

 

Body Action Song の“Head and 

Shoulders”をみんなで歌い、動作す

る。 

 

前時の復習 

英語の天気予報の聞き方を復習す

る。NHK ラジオの英語放送を聴いて

各地の天気をメモする。 

 

Oral Interaction に参加する 

(1)Mother Teresa という人物につい

て、自分たちが知っていることを出

し合う。  

(2)PC1~4 を見ながら、先生の英語の

説明を聞き、p.34 のストーリーの概

略をみんなで推測しあう。 

(3)フラッシュカードで新出語の意味

を理解し、発音に慣れる。（joy, begin, 

began, children, child, poor, gather, 

alphabet, because） 

 

 

 

教師の支援 

 

最初に教師が生徒全員と挨拶してお

手本を見せる。返事がワンパターンに

ならないように注意したい。 

 

 

 

この歌を歌うのは今日が最初なので、

一節ずつ歌唱指導をする。 

 

 

聞き取るべき地域だけに注意を集中

して聞くよう助言する。 

 

 

 

Oral Interaction を行う 

(1) 生徒から出てきた「知っているこ

と」を、板書し、英訳して全員に還元

する。 

 

(2)PC1~4 を掲示し、それについて既

習の英語で説明し、問答形式で内容の

推測を引き出す。 

（Picture Cards と問答文については

p.95 参照） 

 

(3)フラッシュカードで新出語の意味

を確認し、発音のモデルを与える。た

だしこの段階では理解にとどめる。 

 

評価の観点 

 

アイ･コンタクトを持

つことができたか、人

間らしい対話の表情

が出せたか。 

積極的に応えられた

か。 

 

 

 

 

表にメモできたかど

うか。 

聞き取りの結果を発

表できたか。 

 

 

 

 

問答で、どのようにク

ラスとしての理解に

貢献したか。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ ． 高 校 テ キ ス ト の Ora l  In terac t i on の 実 例  

（ PR O-VISION  Eng l i sh  Cou rs e  1 ,  2011 .  L ess on  8  L egend ary  Sp eech  i n  R i o ,  

P ar t -1 の 導 入 ）  

 

＜ テ キ ス ト 本 文 （ 下 線 部 は 新 出 単 語 ） ＞  

 

 

（４）指導手順その２  
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１
５
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学習活動  

 
ここで本時のテキストを開く。 

(１)流される朗読ＣＤに合わせて p. 34 を黙読し、内容

の概略を読み取る。 

 

(２)内容について Say True or False にこたえる。False

の場合は、どう言い替えたら正しくなるか、教科書本

文から探し出す。 

 

(３)教師―生徒の共同訳で内容を日本語で確認する。 

 

(４)p.34 を教師のあとについて音読する。 

 

(５)ストーリー内容について、Wh-question に答える。 

 

 

 

(1) 英文がスラスラ音読できるようにする。 

 

 

(2) because を用いて、原因と結果を表わす練習問題を

解く。 

(例) 

 

 

 

 

(3) コミュニケーション活動 

ペアで、それぞれ異なるスケジュール表を持ち、お互い

に都合を協議して、デートできる時間の合意を取り付け

る。（別紙参照） 

 

 

 

 

①宿題の指示：テキスト本文を、スラスラ暗唱できるよ

う、練習してくる。 

 

 

指導・支援上の配慮事項 

 
(１)ＣＤは２回続けて流し、内容を読み取る時

間を与える。 

(２)Say True or False は生徒に答えやすいの

で、理解活動の初めに用いる。 

(３)All in English の理解チェックだけでは不

安を感じる生徒もいるので、ここで和訳を入

れる。共同訳は、時間を取らずにできるので

便利。 

(４)本文をフレーズごとに切って、２回リピー

トする。 

(５ )W h-question でやや高度な内容理解を行

う。 

 

 

 

 

いろいろな工夫をして、合計６回は音読する。

最後に、スラスラ音読できているかどうか、

列ごとに当てて確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

最初に活動の仕方を、教師が十分に実演して

みせること。 

互いに、スケジュールを変更してでも、歩み

寄ることを奨励する。 

 

 

 

評価の観点  

 
英 問 英 答 で 、 安 心 し て

risk-taking できるか。 

 

 

生徒は共同訳に貢献でき

たか。 

 

 

新出語が正しく発音でき

ているか。 

英 問 英 答 で 、 安 心 し て

risk-taking できるか。 

 

 

 

 

テキストがスラスラ音読

できるようになったか。 

 

 

 

because を使って、左右の

文を論理的に並べられた

か。 

 

 

理由や提案や、あいずちな

ど、言葉を豊かに使いなが

ら交渉できたかどうか。 

 

 

 

 

 

a. Because I love animals,    (i) I am sleepy this morning. 

b. Because I went to be late,    (ii) I want to be a pet doctor. 

c. Because I want to be a pro soccer player,   (iii) I practice soccer every day. 

 

３
分 



L egen dary  Sp eech  in  R io  

He l l o ,  I ’m  Severn  Su zu k i  sp eaki n g  f o r  th e  E n vi ronmen ta l  Ch i ld ren ’s  

Organ i za t i on  (EC O) .  We  are  a  grou p  o f  twe l ve -  an d  th i r teen -year-o lds  f r om 

C an ad a  t ry in g  to  make  a  d i f f e ren ce .  We  ra i s ed  a l l  th e  mon ey  by  ou rs e l ves  t o  

c ome  s i x  thous and  mi l es  t o  t e l l  you  adu l t s  tha t  you  mus t  ch an ge  you r  ways .  

I  am h ere  t o  s p eak f o r  a l l  gen era t i ons  t o  c ome .  I  am h e re  t o  s p eak  f or  

s tarv in g  ch i l dren  arou nd  th e  wor ld .  I  am h ere  t o  s p eak  f o r  th e  mi l l i ons  o f  

an i mals  d y in g  on  th i s  p l an et  becaus e  th ey  h ave  nowhere  t o  go .  

I  am a f ra i d  t o  go  out  i n  th e  s u n  now becau s e  o f  th e  ozone  ho l e .  I  am a f ra i d  

t o  b rea th e  the  a i r  becaus e  I  d on ’t  kn ow wh at  ch emica ls  a re  i n  i t .  

I  u s ed  to  go  f i s h i n g  i n  Van cou ver  wi th  my  fa th er  u nt i l  we  f ou nd  f i s h  fu l l  

o f  can cers  ju s t  a  f ew years  ago .  N ow we  h ear  abou t  ani mal s  and  p l an ts  go in g 

ex t i n c t  every  d ay - - -van is h i n g  f o rever.  

 



 

 

＜ 手 順 ： オ ー ラ ル ・ イ ン タ ラ ク シ ョ ン の p i c tu re  card s と シ ナ リ オ ＞  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ 下 線 部 が 、 目 標 と す る 導 入 文 ）  

Tod ay  we  are  go i ng  to  l i s t en  to  a  very  famou s  sp eech —a l egen dary  sp eech .  

‘ L egend ary ’（ 板 書 ）  mean s‘ very  famou s . ’  

1 .（ PC 1 を 見 せ て ）  L ook  a t  th i s  g i r l .  Sh e  i s  Severn  Su zu k i .  Sh e ’s  12  years  o ld .  

Severn  i s  a  12 -year-o l d  g i r l .  （ リ ピ ー ト 2 回 ） N ow s h e  i s  i n  R i o  d e  Jan ei ro  in  

B razi l .（ 南 米 大 陸 の 略 図 を 描 き 、R i o の 位 置 を 示 す 。）  Wh at  i s  s he  d o i n g  there?  

I s  sh e  s i n gi n g ,  danc i n g ,  o r  sp eak in g?  Sh e  i s  sp eaki n g .  Look  a t  h er  face .  I s  s he  

h ap p y  o r  so r ry?  She  i s  s o r ry,  very  s o rry.  Wh y  i s  s h e  so r ry?  

2 .  （ P C２ を 見 せ て ） L ook  a t  th e  s e cond  p i c ture .  Wh at  d o  you  s ee?  Yes ,  ch i l dren .  

A re  th ey  hu n gry?  Yes ,  th ey  are  very  very  very  very  h u n gry.  Man y  ch i ld ren  are  

s tarv in g .‘ Starv ing ’ （ 板 書 ） means  th at  th ey  h ave  no  f ood  f o r  man y  d ays .   

Severn  i s  s o r ry  becau se  man y  ch i ld ren  are  s tarv in g .  （ リ ピ ー ト 2 回 ）  

   

   



 3 .  （ P C３ を 見 せ て ） Look  a t  p i c tu re  3 .  Wh at  d o  you  s ee?  Yes ,  a  bear.  Does  th e  

bear  have  h er  h ome?  N o ,  P eop l e  h ave  d es t royed  h er  home .  So ,  th e  bear  i s  

d y in g .  Mi l l i ons  o f  an i mals  a re  d y in g .   Severn  i s  s o r ry  becaus e  mi l l i ons  o f  

an i mals  a re  d yi n g .  （ リ ピ ー ト 2 回 ）  

 4 .  （ P C４ を 見 せ て ） Look  a t  p i c tu re  4 .  Wh at  d o  you  s ee?  You  s ee  th e  earth .  

L ook  a t  the  pu rp l e  p ar t  in  th e  p i c tu re .  I t  i s  a  b i g  ozon e  ho l e .  Have  you  h eard  

abou t  ozon e（ Ozone=O³と 板 書 ） ?  Ozon e  i s  very  i mp or tant  f o r  u s .  Ozon e  s tops  

d an gerou s  l i gh ts  f or  u s .  Wh en  there  i s  an  ozon e  h o l e ,  d angerous  l i gh ts  come 

to  th e  ear th .  So  Severn  i s  a f ra i d .  Sh e  i s  a f ra id  t o  go  ou t /  becaus e  th ere  i s  an  

ozon e  h o l e .  （ リ ピ ー ト 2 回 ）  

5 .  （ P C５ を 見 せ て ） L ook  a t  p i c tu re  5 .  L ook  a t  th e  a i r.  I s  th e  a i r  c l ean  o r  bad?  

I t ’s  bad .  Sh e  i s  a f ra i d  abou t  the  bad  a i r.  Th ere  a re  bad  ch emi ca ls  in  th e  a i r.  

( ch emi ca ls : ( e .g . )H₂SO₄ ,  HC l ,  HN O₃と 板 書 ) So  sh e  i s  a f ra id  t o  b rea the  th e  

a i r.  ‘ Breathe ’ （ 動 作・板 書 ）means  to  take  i n  a i r  and  le t  i t  ou t .   Sh e  i s  a f ra id  

t o  b rea th e  th e  a i r /  becaus e  there  a re  ch emi ca ls  i n  i t .  （ リ ピ ー ト 2 回 ）  

6 .  （ P C６ を 見 せ て ）  L ook  a t  p i c ture  6 .  L ook  a t  th e  water.  I s  th e  water  c l ean  

o r  bad ?  I t ’s  bad .  Sh e  i s  very  a f ra id  abou t  th e  bad  water.  T h ere  a re  bad  

ch emica ls  i n  the  water.   L ook  a t  th es e  f i s h .  Th ey  are  s i ck .  T h ey  h ave  can cers  

a l l  over.  (P C6 の 魚 の 癌 を 指 さ し て can cer を 板 書 ) Sh e i s  a f ra id  abou t  th e  

ch emica ls  i n  the  water.  （ リ ピ ー ト 2 回 ）  

 

7 .  全 体 を 振 り 返 っ て So  Severn  i s  worr i ed  abou t  s tarv i n g  ch i l dren ,  d y ing  

an i mals ,  th e  ozon e  h o l e ,  bad  a i r,  and  bad  water.  Who  made  th ese  p rob lems ?  -

- -D i d  ch i ld ren  make  th es e  p rob lems ?  N o .  Di d  ad ul t s  make  th es e  p rob l ems ?  Yes ,  

adu l t s .  A du l ts（ 板 書 ） - - -d o  you  kn ow th i s  word ?  A du l ts—p eop l e  20  years  o l d  

o r  o ld er.  A re  you  adu l t s ?  N o ,  you  are  n o t .  You  are  n ow 17 ,  s o  you  are  n ot  

adu l t s .  

 

8 .  L ook  a t  p i c tu re  1  aga i n .  N ow Severn  h as  come  to  a  U n i ted  Nat i on s  

meet i n g . (U ni ted  Nat i ons =UN と 板 書 )  Do  you  kn ow U ni ted  Nat i on s ?  （ 挙 手 さ

せ る 。も し 知 っ て い る 生 徒 が 少 な け れ ば 追 加 説 明 を す る 。）Look  a t  th ese  adu l ts .  

T h ey  are  l eaders  f r om cou n tr i e s  a l l  over  th e  wor l d .  A t  th e  U N  meet i n g  sh e  

s ays ,  “Ad ul t s ,  you  mu s t  chan ge . ”   （ リ ピ ー ト 2 回 ）  

こ こ で 、 全 体 の 話 を 通 し て も う 一 回 繰 り 返 す 。  

① Severn  i s  a  12 -year-o l d  g i r l .   

② Sh e  i s  s o r ry /  becau s e  man y  ch i l d ren  are  s tarv i n g .   



③ Sh e  i s  s o r ry /  becau s e  mi l l i ons  o f  an i mals  a re  d y in g .   

④ Sh e  i s  a f ra id  t o  go  ou t /  becau s e  there  i s  an  ozon e  h o l e .   

⑤ Sh e  i s  a f ra id  t o  brea th e  th e  a i r /  becau s e  there  a re  ch emi ca ls  i n  i t .   

⑥ Sh e  i s  a f ra id /  abou t  th e  ch emi ca ls  in  th e  water.   

① A t  th e  UN  meet in g  s h e  s ays , /  “A d ul t s ,  you  mus t  ch an ge . ”  

 

 

以 下 は 、 先 述 の L egen dary  Sp eech の Ora l  In terac t ion を 含 ん だ 指 導 プ ラ ン で あ

る 。  

 

英 語 科 学 習 指 導 案  

静 岡 大 学 教 育 学 部 ・ 三 浦  孝  

１ ． 日 時 ： 平 成 24 年 11 月 9 日 （ 金 ） 第 6 限 （ 14:45～ 15： 35）  

２ ． 指 導 ク ラ ス ： ○ ○ 高 校 １ 年 Ａ 組 （ 男 子 13 名 ， 女 子 11 名 ）  

３ ． 使 用 教 科 書 ： 桐 原 書 店 PRO-VISION English Course Ⅰ , Lesson 8 Legendary 

Speech in Rio,Part 1(p.91) 

 

４ ． 学 習 環 境 に つ い て  

(1) 生 徒 の 実 態  

 こ の ク ラ ス の 生 徒 は 、 去 る 9 月 に 1 回 授 業 見 学 を し た の み で 、 教 え る の は 今 回

が 初 め て で あ る 。 見 学 し た 際 は 、 真 面 目 な 授 業 態 度 で 純 朴 な 生 徒 た ち で 、 教 師 の

発 問 に 対 し て 積 極 的 に 発 言 す る こ と は 少 な い が 、 問 い か け に は 一 生 懸 命 応 答 し よ

う と す る と い う 印 象 を 受 け た 。 習 熟 度 別 学 級 編 成 を 取 っ て お り 、 こ の ク ラ ス は 基

礎 ク ラ ス と い う こ と で 、 英 語 に 苦 手 意 識 を 持 っ て い る こ と が 予 想 さ れ る 。 こ の よ

う な 実 態 を 考 慮 し て 、 本 時 授 業 で は 次 の よ う な 点 に 配 慮 し た い ：  

 

(1)授 業 中 、生 徒 に 過 度 の 緊 張 を 強 い な い よ う 、直 接 指 名 し て 答 え さ せ る こ と は 避

け る 。  

(2)発 問 に 際 し て は 、個 人 で 考 え → ペ ア や グ ル ー プ で 相 談 し → 発 表 す る 、と い う 流

れ を 取 り 入 れ る 。  

(3)一 斉 に 英 語 を 使 う な ど し て 、 間 違 い を 恐 れ ず に 安 心 し て 英 語 を 使 え る 活 動 を

取 り 入 れ る 。  

 

(2) 題 材 観 ：  

ア ） 内 容 ・ 題 材 の 観 点 か ら ：   



こ の 教 材 は 、 12 歳 の 少 女 セ ヴ ァ ン ・ ス ズ キ さ ん が 、 1992 年 に 国 連 環 境 サ ミ

ッ ト に 子 供 の 環 境 団 体 の 代 表 と し て 参 加 し 、 各 国 代 表 を 前 に し て 行 っ た 講 演

を 取 り 上 げ た も の で あ る 。 セ ヴ ァ ン 少 女 は 、 生 物 学 博 士 の 父 と 文 学 博 士 の 母

の 間 に 生 ま れ 育 ち 、 日 ご ろ か ら 地 球 環 境 問 題 に 関 し て 高 い 知 識 と 関 心 を 積 み

重 ね て い た 。 こ の ス ピ ー チ の 中 で セ ヴ ァ ン 少 女 は 、 悪 化 の 一 途 を た ど る 地 球

環 境 と 貧 困 ・ 飢 餓 ・ 生 物 絶 滅 危 機 を 前 に し て 、 世 界 の 大 人 た ち が な お も 自 国

の 繁 栄 や 経 済 ・ 大 量 消 費 を 優 先 し 、 有 効 な 対 策 を 取 っ て い な い こ と に 対 し て

強 い 不 安 と 批 判 を 表 明 し 、 言 行 不 一 致 の 大 人 の 欺 瞞 を 鋭 く 指 摘 し て い る 。 セ

ヴ ァ ン さ ん は そ の 後 も 地 球 環 境 問 題 の 改 善 の た め に 国 連 を 中 心 に し て 活 動 を

続 け 、 現 在 は ヴ ィ ク ト リ ア 大 学 の 環 境 科 学 の 大 学 院 で 学 ん で い る 。  

日 本 の 高 校 の 授 業 で こ の ス ピ ー チ を 扱 う 意 義 は 何 だ ろ う か ？ 授 業

者 は 、 日 本 の 高 校 生 が こ の ス ピ ー チ を 読 み な が ら 、 そ れ を た だ 単 な

る 英 語 ト レ ー ニ ン グ と し て 扱 う の で な く 、 若 い 世 代 と し て 「 ど の よ

う な 世 界 的 問 題 に 心 を 悩 ま せ 」 「 大 人 た ち に 何 を 要 望 し た い か 」 を

考 え ・ 表 現 す る 契 機 と し て ほ し い と 考 え る 。  

イ ） 言 語 材 料 の 観 点 か ら ：  

（ 1） 現 在 分 詞 の 形 容 詞 的 用 法 の 後 置 修 飾  

I am Severn Suzuki speaking for ECO./ We are a group trying to make 

a difference./animals dying on this planet/ animals and plants 

going extinct every day/ some children living on the streets/ those 

children living in the favellas/ a child starving in Somalia/  な

ど  

 

（ 2） 英 語 特 有 の 並 行 表 現  

本 時 の 範 囲 で は 、“ I am here to speak for---”“ I am afraid to---” の

繰 り 返 し , part 2-3 で は “ I’m only a child, yet---” と “ You don’t know 

how to---” の 繰 り 返 し 。 こ れ ら は 、 同 じ 文 型 を 繰 り 返 し 用 い る こ と で 、 聞

き 手 の 言 語 的 負 担 を 軽 く し て メ ッ セ ー ジ を よ り 伝 わ り や す く し よ う と す る

工 夫 で あ る こ と を 生 徒 に 気 付 か せ た い 。  

 

（ 3） 地 球 環 境 問 題 に 頻 出 の 単 語  

environmental, organization, generations, starving, around the 

world,planet , fix, ozone hole, chemicals, cancers, go extinct, 

extinct animals, vanish, issues(=problems), solutions, realize, 



species, make waste, northern countries, the needy, wealth, acid 

rain desertification, destruction, deforestation, street 

children,shelter, share, greedy, victims of war, Middle East, 

poverty, solve problems, adults, creatures, global family 

 

ウ ） コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 観 点 か ら ：  

こ の ス ピ ー チ の 中 で 、 セ ヴ ァ ン さ ん は 、 世 界 の 荒 廃 を 前 に し た 子 供 た ち の 不 安

を 、大 人 た ち に 切 々 と 訴 え て い る 。そ の ス ピ ー チ に な ら い 、本 課 で は 、(1)高 校 生

た ち が ど の よ う な 世 界 規 模 の 問 題 に 不 安 を 感 じ 、（ 2） 大 人 た ち に 何 を 訴 え た が っ

て い る か を 、 英 語 で 発 表 す る 機 会 と し た い 。（ 1） は “ As a member of a young 

generation, I am most worried about _____.” と い う 文 章 に 乗 せ て 、（ 2） は

“ Adults all over the world, please______ for us and the earth family.”  

と い う 文 章 に 乗 せ て 表 現 を 作 り 交 流 す る 。  

 

５ ． 教 材 の 配 列 ：  

  第 １ 回 ： Part 1 (p.91) (本 時 ) 

  第 ２ 回 ： Part 2 (pp.92, lines 1-14) 

  第 ３ 回 ： Parts 2-3 (page 92, line 15- page 94 , line 11) 

  第 ４ 回 ： Part 3 (p.95) 

  第 5 回 ： Part 4 (p.96) 

第 6 回：言 語 事 項 の 振 り 返 り 学 習 と 、コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 活 動（「 私 が 世 界 中

の 大 人 に 訴 え た い こ と 」）  

 

６ ． 本 時 の 指 導 （ 第 １ 回 ：  p.34) 

 （ １ ） 教 材 （ コ ピ ー を 別 紙 に 添 付 ）  

 （ ２ ） 本 時 の 目 標 ：  

ア ） 内 容 事 項  

Part 1 は ス ピ ー チ の 冒 頭 部 分 で あ る 。 こ こ で は 、 セ ヴ ァ ン さ ん が 地 球 環

境 で ど の よ う な 問 題 を 心 配 し て い る の か を 理 解 す る 。  

イ ） 言 語 事 項  

1） I am Severn Suzuki speaking for ECO./ We are a group trying to 

make a difference./animals dying on this planet/ animals and 

plants going extinct every day/な ど 、 現 在 分 詞 の 形 容 詞 的 用 法 の

後 置 修 飾  

2） 英 語 の 並 行 表 現  

Part 1 で は 、“ I am here to speak for---”“ I am afraid to ---”



の 繰 り 返 し に よ る 並 行 表 現 を 学 習 す る 。  

3) 地 球 環 境 問 題 に 頻 出 の 語 句  

environmental, organization,  generation, starving, around 

the world, planet, fix, ozone hole, chemicals, cancers, go 

extinct, vanish 

 

ウ ） コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 活 動  

1) 授 業 の 初 め に 、 生 徒 の 緊 張 を ほ ぐ し 、 英 語 を 使 う こ と に 慣 れ る た め

に 、 picture differences の 活 動 を 行 う 。  

2) 生 徒 1 人 1 人 が 板 書 し た 、“ I am most worried about _____.” と い

う メ ッ セ ー ジ 集 を み ん な で 見 る 。各 自 、特 に 共 感 す る メ ッ セ ー ジ を ２

つ 選 ん で 付 箋 を 貼 る 。全 員 が 貼 り 終 え た ら 、ど の メ ッ セ ー ジ が み ん な

の 共 感 を 呼 ん だ か を 見 る 。こ れ は 、セ ヴ ァ ン さ ん の ス ピ ー チ の が 持 つ

問 題 意 識 に 気 付 か せ る た め に 行 う 。  

 

 （ ３ ） 用 意 す る も の ：  

CD プ レ ー ヤ ー 、テ キ ス ト 朗 読 CD、ス ト ー リ ー の Picture Cards、 Picture 

Differences の 絵 、 新 出 語 フ ラ ッ シ ュ カ ー ド  

 

 （ ４ ） 指 導 手 順 :   次 頁 参 照   



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本 時 教 材 の 内 容 理 解 の た め の graphic  organizer  

 

配当時間

（分）
形態 生徒の活動 教師の支援 評価の観点

1 一斉 挨拶を返す 挨拶をする

5 ペア

 ペアで、各自の絵の内容について尋
ねあい、相手の絵とちがう箇所をみ
つけだす。

Picture Differencesはじめに、見本
を使って、日本語で素早くやり方を
例示。Pardon?やUh huhを多く発する
ことを奨励。

①相手の絵を見ない

でできたか。②言葉

のピンポンゲームが

できていたか。

10 一斉

Oral Interactionに参加　　　教師
の話すinteractionを聞いて、質問に
答えたり、リピートしたりする。

Oral Interactionで本時教材を導
入。平易な英語で、picture cardsで
補助しながら、本時教材の内容の概
要を話して聞かせる。問答形式で行
う。Do you understand? Okay?を使
う。単語フラッシュカードを貼りな
がらやる

教師の語りかけや
問いかけに、積極
的に反応を返せた
か。

4

ここでグループに移行する。机を向
い合せる。司会者とレポーターを決
める。①閉本で、音声CDを聞いて質
問に答える。(4分）

Pre-reading　活動焦点を絞ったタス
クを与えて、本時教材を聞かせる。
タスクは：
(a) How many times do you hear
"I"?
(b)Severn says five numbers in
her speech. Listen and catch the
five numbers.

9 ４人

ここで開本する。
4人のグループに分かれて、別紙配布
のgraphic organizerに適語を記入す
る形で内容をつかむ(5分）
答え合わせ4分

本時教材の内容理解活動　別紙配布
のgraphic organizer（本書次ページ
に掲載）に、適語を記入して完成す
るタスクを通じて、内容理解を図
る。①4人のグループで協力してタス
クを解く。（4分）②各グループのう
ちレポーター2名が他のグループに移
動して英語で答え合わせをする。（2
分）③レポーター2名が自分のグルー
プに戻り、他のグループの答を報告
する。（2分）④グループとしての答
を完成する。（1分）

グループとして協
力して、どれだけ
正解が出せたか。

5 ４人

区切り・強勢を聞き取りハンドアウ
トにマーク→教師のあとに続いてリ
ピート→教師と同時音読

新出語の発音練習　フラッシュカー
ドを用いて行う。

強勢の聞き取りが
できているか。リ
ズム良く音読でき
ているか。

6 ペア

①～ing（形容詞的用法）と名詞（被
修飾語）との意味的関係に気付く
②この用法が入った文を聞いて、ク
イズに答える。

本時の言語事項を応用したクイズ
いろいろな動作をしている人物の絵
を見せ、Who is the man planting
flowers?といった質問に答させる。

クイズにどれだけ
正解が出せたか。

7 一斉

　"I am most worried about ____

problem."の形式で生徒各自が、自分

の心配を板書し、相互に観賞する。
→クラスで最も共感を呼ぶものを選
ぶ。

「若者の主張」のクラス内意見交換
板書された各生徒の意見をクラス全
員が鑑賞し、付箋によって意見ベス
ト３を決定する。

①[主張＋根拠]の
構成で意見表明が
書けたか。

2 一斉

宿題：虫食い和訳シートを完成して
くる。

今日何を学習したのかをまとめる
①How young girls tried to make a
change.                        ②
How you, high school students,
are worried about the world.
③---ingが前の名詞を修飾する用法

①今日の授業では英語を使うことを楽しむのが目標です。②突然指名することはしません。
③問いかけに反応してください、挙手、Yes-No, 単語でもOK。



下 記 の 表 の 、 一 部 を ヒ ン ト と し て 残 し 、 他 は 空 欄 に し て 配 布 す る 。  

Wh o i s  c h i l dr en  a n ima l s  t h e  
s u n l igh t  

t h e  a i r  t h e  wa t e r  a n ima l s  
a nd  
p l a nt s  

i n  wh a t  
c ond i t io n  

s t a rv ing  d y ing  h a r mf u l  ba d  ba d  go ing  
ex t inc t  

bec a u s e  
o f  wh a t  
c a u s es?  

 h a v e  
nowh er e  
t o  go  

t h e r e  i s  
a n  oz one  
h o l e  

t h e r e  ar e  
c h emic a l s  
in  i t  

t h e r e  ar e  
c h emic a l s  
in  i t  

 

 

 

５ ． 授 業 の 核 ( core )そ の ２ ： 新 出 文 法 事 項 の Oral  Interac t ion に よ る 導 入  

 

 こ の 節 で は 、 中 学 校 の 文 法 事 項 を 幾 つ か 取 り 上 げ て 、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 重

視 し た 文 法 事 項 の 導 入 か ら ま と め ま で の 運 営 法 を 解 説 す る 。 中 学 校 の 英 語 教 科 書

の 1 時 間 分 の セ ク シ ョ ン に は 、重 点 と な る 文 法 事 項 が 大 体 １ つ ず つ 配 置 さ れ て い

る 。そ の 文 法 事 項 を 含 ん だ 文 は 、そ の 日 の key  s en tence と 呼 ば れ て い る 。コ ミ ュ

ニ ケ ー シ ョ ン を 重 視 し た 文 法 事 項 の 指 導 は 普 通 次 の よ う な 手 順 で 行 な う 。

（ Su ns hi n e  E n gl i s h  C ou rs e  2 ,  1999 ,   P rogram 11 を 例 と し て 用 い る 。）  

 

5 .1  帰 納 的 導 入 か ら 入 る  

新 出 文 法 事 項 の 導 入 は 、 で き る だ け 帰 納 的 提 示 か ら 入 る 。 つ ま り 、 生 徒 に と っ

て 身 近 な 話 題 で 、 生 徒 に 容 易 に 理 解 可 能 な 英 語 で 、 教 師 が 小 話 ・ 説 明 ・ 実 演 な ど

を 行 い 、 そ の 話 の 中 に 新 出 文 法 事 項 を 組 み 込 ん で 、 文 脈 か ら お お よ そ の 意 味 を 推

測 で き る よ う に す る 。「 新 し い 表 現 が 入 っ て い る け ど 、話 の 流 れ か ら す る と 、大 体

こ ん な 意 味 か な 」 と 推 測 で き る よ う に す る の で あ る 。  

 例 え ば 、 現 在 完 了 形 を 導 入 す る の に は 、 次 の よ う な 小 話 は ど う だ ろ う か ：  

 

教 師 「 一 郎 さ ん （ 25 歳 ） が 、 幼 な 馴 染 み の C in dy に 愛 を 告 白 し て い ま す 。」  

I ch i ro :  C ind y,  p l ease  marry  me .   

I  l oved  you  a t  15  years  o ld .  

I  l oved  you  a t  16  years  o ld .  

I  l oved  you  a t  17  years  o ld .  

I  l oved  you  a t  18  years  o ld .  

I  l oved  you  a t  19  years  o ld .  

I  l oved  you  a t  20  years  o ld .  



I  l oved  you  a t  21  years  o ld .  

I  l oved  you  a t  22  years  o ld .  

I  l oved  you  a t  23  years  o ld .  

I  l oved  you  a t  24  years  o ld .  

A nd  I  l ove  you  n ow!   

C in d y :  So ,  you  h ave  l oved  me  s in ce  15  years  o ld .  

I ch iro :  Yes ,  th a t ’s  r i gh t !  I  h ave  l oved  you  s in ce  15  years  o l d .  

C in d y :  Oh ,  I ch i ro ,  my  d ear.  I  h ave  wa i ted  f o r  you r  word s  s i nce  I  was  15 !  

(Happ y -end )  

 

教 師 「 さ て 、 一 郎 は “ I  l oved  you . ”っ て 何 回 も 言 っ て い ま す ね 。 と こ ろ が C i nd y

は そ の 10 個 の “ I  l oved  you . ”を た っ た 1 文 の “ You  h ave  l oved  me . ”と 言 い 換

え て い ま す 。こ の‘ h ave  l oved ’っ て 、た だ の‘ l oved ’（ 愛 し た ）と ど う 違 う ん

で し ょ う ね ？ 」  

生 徒 「 ず ～ っ と 愛 し て い る 」 っ て い う 意 味 だ と 思 い ま す 。  

 

 

 

 

 

 

教 師 「 そ う か 、‘ h ave  l oved ’は 『 ず ～ っ と - - -し て い る 』 と い う 、 継 続 を 表 わ す ん

だ ね 。 で は 、‘ s i n ce15 ’は な ん だ ろ う ？ 」  

生 徒 「 15 歳 か ら 、 だ と 思 い ま す 。」  

教 師 「 な る ほ ど 、‘ s i n ce ’は 「 - - -か ら ず っ と 」、 と い う 意 味 な ん だ ね 。  

で は 、 こ の 仮 説 を 、 次 の 小 話 で 確 か め て み よ う 。 今 度 は 東 山 動 物 園 の サ ル の Jan

ち ゃ ん と Ken ち ゃ ん の 話 を す る か ら 、‘ h ave  - - - ‘に 注 意 し て 聞 い て ね 。  

（ 2 頭 の サ ル の 写 真 を 見 せ な が ら ）  

L ook  a t  thes e  mon keys .  T h ey  are  cu te ,  a ren ’t  th ey?  T h ey  are  Jan  and  Ken .   

T h ey  are  very  o ld .  Don ’t  be  s u rp r i s ed .  T h ey  are  19  years  o l d !  

T h ey  came  to  Hi gash i yama  zoo  a t  1  year  o l d .  

T h ey  l i ved  i n  Hi gash i yama  a t  2  years  o l d .  

T h ey  l i ved  i n  Hi gash i yama  a t  3  years  o l d .  

（ 中 略 ）  

A nd  th ey  l i ve  in  Higas hi yama  Z oo  a t  19  years  o ld .   

 ハ ア ー ッ 、 先 生 疲 れ ち ゃ っ た よ 。 で も つ い に 最 後 ま で た ど り 着 い た ぞ 、 Jan

こ の よ う に し て 新 出 事 項 の

意 味 の 仮 説 を 立 て さ せ る 。  

こ の よ う に し て 文 脈 の 中 で 新 出

文 法 事 項 に 出 会 わ せ る  

 



と Ken の 東 山 動 物 園 歴 を 一 言 で 言 っ て み ま す 。な に な に 、池 田 さ ん 、自 分 で

言 い た い っ て ？ で は ど う ぞ 」  

生 徒  ‘ T hey  h ave  l i ved  in  Hi gash i yama  Z oo  s i n ce  1  year  o ld . ’  

教 師  「 す ご い ね ！ い い よ 。  

‘ T h ey  h ave  l i ved  i n  Hi gas hi yama  Z oo  s i n ce  1  year  o ld . ’だ ね 。  

さ っ き は ’ have  l oved ’で「 ず ～ っ と 愛 し て い る 」だ っ た か ら 、今 度 の ’ h ave  l i ved ’

は ど う い う 意 味 な ん だ ろ う ？ 」  

生 徒 「『 ず ～ っ と 住 ん で い る 』 で す 。」  

教 師 「 そ う ！ 」「 で は s in ce  1  year  o ld は ？ 」  

生 徒 「『 1 歳 か ら 』 で す 。」  

教 師 「 Very  good . !」「 で は 今 度 は 、 あ る 野 球 選 手 の 話 を し よ う 。」  

L ook  a t  th is  man .  Wh o  i s  h e?  R i gh t !  He  i s  Matsu i  Hid ek i ,  a  

wor l d - famous  bas eba l l  p l ayer.  

He  s tar ted  basebal l  a t  8  years  o ld .  

He  p l ayed  bas eba l l  a t  9  years  o ld .  

He  p l ayed  bas eba l l  a t  10  years  o l d .  

（ 中 略 ）  

N ow,  h e  p l ays  bas eba l l  a t  35  years  o l d .  

さ て 、 松 井 選 手 の 野 球 歴 を 一 言 で 言 っ て み よ う 。 は い 、 吉 田 君 。  

生 徒  ’He  h ave  p l ayed  bas eba l l  s i nce  8  years  o ld . ’  

教 師「 Great !  良 く わ か っ た ね 、吉 田 君 。90％ 正 解 ！ あ と 10％ は 何 か っ

て ？  

主 語 が h e や sh e の 時 は 、 ’He  h ave  p layed  bas eba l l  s in ce  8  years  o ld . ’

じ ゃ な く っ て - - -  

生 徒  He h as で し た ！  

教 師  そ う !  ‘He  h as  p l ayed  bas eba l l  s ince  8  years  o l d . ’で す ね 。で は 、

今 ま で に 出 会 っ た 文 を ま と め て 書 い て み よ う 。  

 

 

I         h ave  l oved  you       s i n ce  15  years  o ld .  

T h ey     h ave  l i ved  i n  Hi gas h i yama  zoo    s i n ce  1  year  o ld .  

He       h as  p l ayed  basebal l      s i n ce  8  years  o ld .  

 

そ れ で は 、 教 科 書 の こ の 文 章 は ど う い う 意 味 な ん だ ろ う ？  

（ そ の 日 の key  s en ten ce の 意 味 を 推 測 さ せ る 。）  

 

こ の よ う に し て 、さ っ き 立 て た 仮

説 を 検 証 さ せ る 。  

こ

の

よ

う

に

し

て

䣍

教

科

書

の

文

へ

つ

な

げ

る 



(板 書 例 ) 本 日 の key  s en ten ce  

    L oren z       h as  s tud ied    an i mals     s i n ce  1920 .  

    ロ ー レ ン ツ は                  動 物 を    1920 年 以 来  

 

 

＜ 解 説 ＞ 帰 納 的 提 示 の 意 義  

帰 納 的 提 示 と は 、当 該 の 文 法 事 項 を 含 ん だ 平 易 な 実 例 を 豊 富 に 見 せ 、そ の 中 か ら

生 徒 に ル ー ル を 発 見 さ せ る 方 法 で あ る 。 生 徒 が 言 語 デ ー タ か ら 言 語 法 則 を 自 ら 類

推 す る 力 を 養 う の で 、 自 立 し た l earn er を 育 て る 上 で 有 用 で あ る 。  

＜ 帰 納 的 提 示 の 注 意 事 項 ＞  

（ 1） 平 易 な 文 脈 の 中 で 与 え る 。  

（ 2）新 出 事 項 は 、１ つ の 形 に 限 定 す る 。上 の 、現 在 完 了 形 の 帰 納 的 提 示 例 を 見 て

ほ し い 。 現 在 完 了 形 の ３ の 用 法 の う ち 、「 継 続 的 用 法 」 の み に 限 定 し 、し か も

形 を 最 初 の 2 例 で は 下 線 部 に 限 定 し て 提 示 し て い る 。 そ の 後 、 教 科 書 と つ な

げ る 段 階 で 波 線 部 を 追 加 し て い る 。  

 

 

I  

You    h ave        

T h ey    l i ved  i n  Hi gash i yama  s i nce  15  years  o ld .  

He   h as      s i nce  - - -was  15  years  o ld .  

 

 

5 .2 演 繹 的 に ま と め る  

演 繹 的 提 示 と は 、ま ず ル ー ル を 与 え 、次 い で そ の ル ー ル を 応 用 さ せ て 理 解 を 養 う

方 法 で あ る 。 帰 納 的 か 演 繹 的 か 、 ど ち ら が 得 意 か は 生 徒 に よ っ て 個 人 差 が あ る の

で 、 授 業 で は 両 方 を 併 用 す る こ と が 望 ま し い 。 帰 納 的 で 導 入 し て 、 生 徒 が 平 易 な

実 例 文 に 多 数 出 会 っ た あ と で 、 そ の 実 例 文 を 使 っ て 演 繹 的 に ル ー ル 抽 出 に 移 る と

よ い 。 演 繹 的 提 示 で は 、 不 用 意 に 文 法 用 語 を 乱 用 し て 生 徒 を 混 乱 さ せ る こ と の な

い よ う 心 が け た い 。  

 

    演 繹 的 提 示 の 板 書 例  

                     (1 )  s i n ce  15  years  o ld .  

例 文 ：  I  h ave  l oved   you     

                      ( 2 ) s i n ce  I  was  15  years  o ld .  

 

+ 

 

 

 



 

 

 

  

 

 

 

 

5 .3 新 出 の 文 法 事 項 が わ か る と ど ん な に 便 利 か を 理 解 さ せ る 。  

 新 し い 文 法 事 項 を 導 入 す る 時 、 生 徒 に 「 ま た 勉 強 の 負 担 が 増 え る ！ 」 と 思 わ せ

な い よ う に 、む し ろ そ れ を 学 ぶ こ と に よ っ て 広 が る 自 由 や 便 利 さ を わ か ら せ た い 。

例 え ば 、上 で 扱 っ た 現 在 完 了 形 の 提 示 で は 、 I ch i ro の 11 個 の 文 の 内 容 を 、Ci ndy

が わ ず か 1 文 で 表 現 し た 便 利 さ を 生 徒 に 納 得 さ せ た い 。  

 

 

5 .4   ‘ be  go i n g  to ’の 導 入  (N ew Hor izon  En g l i s h  C ou rs e  2 .  2009 ,  p .12 )  

帰 納 的 導 入 の 例  

 

 

 

 

 

 

 

 

Hel l o .  My  name  i s  Tohru .  I  am now on  my  p l an e  to  Au s tra l i a .  T h is  gen t l eman 

i s  s i t t i n g  next  t o  me .   

(Toh ru )  E xcu s e  me.  My  n ame  i s  Tohru .  Wh at  a re  you  p l ann in g  to  d o  in  

A us tra l i a ?  

(B i l l )  My  n ame  i s  B i l l .  I  am go in g  to  swi m i n  Au s tra l i a .   

(Toh ru )  Oh ,  B i l l ,  you  are  go in g  to  s wi m i n  A us tra l i a .  Have  a  good  t i me .  

 

T hi s  l ad y  i s  s i t t in g  n ext  t o  me .   

(Toh ru )  E xcu s e  me.  My  n ame  i s  Tohru .  Wh at  a re  you  p l an n in g  to  d o  in  

A us tra l i a ?  

(E mi )  N ice  t o  meet  you ,  Toh ru .  My  n ame  i s  E mi .  I  am go i n g  to  t each  Jap an es e  

   

h ave+  動 詞 の 過 去 分 詞  

(h as )  

s i nce+年 号・月 日・時 刻 で「 ～

以 来 」  

s i nce+主 語 +動 詞 で「 ○ ○ が ～

し て 以 来 」  

 



i n  Au s tra l ia .  

(Toh ru )Wow!  Ku mi ,  you  are  go in g  to  t each  Jap an ese  i n  A us tra l i a .  Good  lu ck !  

 

T hi s  gen t l eman  i s  s i t t i n g  in  f r on t  o f  me .   

(Toh ru )  E xcu s e  me.  My  n ame  i s  Tohru .  Wh at  a re  you  p l ann in g  to  d o  in  

A us tra l i a ?  

(Ken )  My  n ame  i s  Ken .  I  am go i n g  to  p l ay  go l f .  

(Toh ru )  Ken ,  you  are  go i n g  to  p l ay  go l f  i n  A us tra l i a .  Have  a  good  t i me .  

 

T hi s  g i r l  i s  s i t t i n g  beh ind  me .   

(Toh ru )  E xcu s e  me.  My  n ame  i s  Tohru .  Wh at  a re  you  p l ann in g  to  d o  in  

A us tra l i a ?  

(Aya )  My  name  i s  Aya .  I  am go i n g  to  sk i  i n  Au s tra l i a .  

(Toh ru )  Aya ,  you  are  go i n g  to  s k i  i n  A us tra l i a .  T hat ’s  exc i t i n g !  Have  a  good  

t i me .  

 

こ れ ま で の 例 文 か ら ル ー ル を 抽 出 す る  

具 体 例 か ら ル ー ル の 抽 出 へ   

I    am go i n g  to   s tud y  En g l i s h   i n  Au s tra l ia .  

B i l l    i s  go in g  to   s wi m    i n  Au s tra l ia .  

E mi    i s  go in g  to   t each  Jap an es e   i n  Au s tra l ia .  

Ken    i s  go in g  to   p l ay  go l f    i n  Au s tra l ia .  

Aya    i s  go in g  to   s k i     i n  Au s tra l ia .  

We   a re  go i n g  to  go     t o  A u s tra l i a .  

       am 

            i s      go i n g  to   +  [  動 詞 の 原 形 ]  

            a re  

     「 こ れ か ら ～ す る こ と に な っ て い る 」  

 

  



5 .5 t o 不 定 詞 （ 名 詞 的 用 法 ） の 導 入  (N ew Hor i zon  En g l i s h  C ou rs e  2 .  2009 .  

p .23 )  

下 記 の よ う な 4 枚 の 絵 を 見 せ 、そ れ ぞ れ の 人 物 が 好 き な 事 柄 を 、 (a )  名 詞 で 、 (b )  

t o 不 定 詞 で 、表 現 し て 聞 か せ る 。生 徒 は 、(a )か ら の の 類 推 で 、(b )も 名 詞 的 で あ る

こ と を 推 測 で き る は ず で あ る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ Dorach an >  (a )  I   l i ke   d orayak i - cake .  

  ( b )  I   l i ke   t o  f l y.  

 

<Sh i zu ka> (a )  I    l i ke   f l owers  

  ( b )  I   l i ke   t o  s tu d y.  

 

<Gi an > (a )  I   l i ke   bas eba l l .  

  ( b )  I    l i ke   t o  s i n g .  

 

<N obi ta> (a )  I    l i ke   p ean u ts .  

  ( b )  I   l i ke   t o  s l eep .  

 

  ( a )  I   d on ’ t  l i ke   h omework .  

(b )  I  d on ’t  l  l i ke  t o  s tu d y.  

  ( c )  I   wan t  t o  marry  Sh i zu ka .  

 

5 .6 受 動 態 の 導 入  (Su ns hi n e  E n gl i sh  C ou rse  3 ,  2009 .   p .24 )  

 下 記 の pi c tu re  card s と 教 師 の 動 作 で 理 解 を 補 助 し な が ら 、 下 記 の 実 況 中 継 で

受 動 態 の 文 を 理 解 さ せ る 。  

 

 

 

 

 
 

    



 

He l l o ,  everyon e .   

I  am a  n ews  rep or ter.  I  am n ow s tan di n g  a t  th e  ga te  o f  Hi gash i  Jun i or  Hi gh  

Sch oo l .   

Toni gh t ,  Mi ch ae l  Uras hi ma ’s  c on cer t  s tar t s  i n  the  s choo l  gym a t  7  o ’ c l o ck .   

You  kn ow,  Mich ae l  U ras hi ma  i s  very  pop ul ar  amon g  s tu den ts .  

He  i s  l oved  by  many  ju n i or  h i gh  s choo l  s tud en ts .   

So ,  th e  con cer t  t i cke ts  a re  s o l d  very  fas t - - -n ow the  t i cke ts  a re  s o ld  ou t !  

I t  i s  6 :30 .  Oh ,  th ere  comes  th e  Sch oo l  P r in c ip a l .   

He  h as  a  p a i r  o f  s c i s s ors  i n  h i s  h and .   

N ow th e  tap e  i s  cu t .  T h e  tape  i s  cu t  by  th e  p r in c ip a l .   

Mu si c  i s  p layed  by  th e  bras s  band  c l ub .  T h e  s choo l  ga te  i s  op ened .   

Wh ere  i s  Mi ch ae l?  He  h as  n o t  a r r ived .  P eop l e  a re  wa i t in g  f o r  Mi ch ae l  

U ras hi ma ’s  car.  

 

Mi chae l ’s  car  h as  ju s t  a r r i ved  a t  the  sch oo l  ga te .  T h e  d oor  i s  open ed   

Mi chae l  c omes  ou t  o f  th e  car.   

Man y  p i c tu res  are  taken .  Man y  p i c tu res  a re  taken .   

Oh ,  a  l i t t l e  g i r l  run s  up  to  h i m.  Oh ,  my  God ,  s he  k i ss es  Mi chae l—Mi ch ae l  i s  

k i s sed  by  a  l i t t l e  g i r l !   

 

5 .7 帰 納 的 導 入 の 6 原 則  

新 出 文 法 事 項 を 帰 納 的 に 導 入 す る 際 に は 、 次 の ６ つ の 原 則 に 従 っ て 行 え ば 、 生

徒 に 理 解 し や す く 、 し か も 興 味 深 い 小 話 と な る 。  

( 1 )  一 連 ス ト ー リ ー の 原 則  

新 出 文 法 事 項 を 含 ん だ 例 文 を 数 個 、 首 尾 一 貫 し た 一 連 の ス ト ー リ ー（ 小 話 ） の

中 で 提 示 す る こ と 。  

 ( 2 )  既 習 文 限 定 の 原 則  

帰 納 的 導 入 に 用 い る 小 話 は 、 既 習 文 と 既 習 語 に 限 定 し て 作 る  

( 3 )  一 項 目 限 定 の 原 則  

一 度 の 導 入 で は 、新 出 文 法 事 項 は 1 項 目 の み に 限 定 し て 行 う 。同 時 に 複 数 の 事

項 を 導 入 し て は い け な い 。  

( 4 )  実 物 ・ 実 演 の 原 則  

導 入 に あ た っ て は 、で き る だ け 実 物 や ポ ス タ ー を 伴 い 、動 作 で 実 演 し て 見 せ て

理 解 を 助 け る 。  

( 5 )  繰 り 返 し の 原 則  



小 話 で 、 重 要 な 部 分 は 繰 り 返 し て 何 度 も 聞 か せ 、 必 要 な ら ば 手 短 に 板 書 す る 。

ま た 導 入 小 話 は 、 少 な く と も 2 回 繰 り 返 し て 聞 か せ る 。  

( 6 )  そ れ 自 体 の 価 値 の 原 則  

小 話 は 、そ の ス ト ー リ ー 自 体 に 、聞 く に 値 す る 価 値 や 面 白 さ が あ る よ う 工 夫 す

る こ と 。  

 


